
評価分科会

№

1

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

2

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

その他特記事項

工事着手の遅れは発注者責任であることを自覚すべき。令和元年
度の成果は工程の遅れにより、目標達成度がBとなっており、令和
3年度はしっかりとした対策を取って工程に影響のないようにすべ
き。コロナ対応も検討すべき。改修中の災害対応をしっかりとるべ
き。本庁に愛着を持てる工夫を検討すべき。

今後の方向性 今後の方向性の理由

安全で適正・適確な事業推進を求める。災害時の機能確保を
求める。

成
果
の
方
向
性 休廃止

一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 総務文教分科会

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

市役所本庁舎耐震改修事業（耐震対策）

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

市役所本庁舎耐震改修事業（老朽化対策）

休廃止

成
果
の
方
向
性

コスト投入の方向性

今後の方向性

その他特記事項

安全で適正・適確な事業推進を求める。災害時の機能確保を
求める。

今後の方向性の理由

工事着手の遅れは発注者責任であることを自覚すべき。令
和元年度の成果は工程の遅れにより、目標達成度がBとなっ
ており、令和3年度はしっかりとした対策を取って工程に影響
のないようにすべき。コロナ対応も検討すべき。改修中に災
害が起きても対応をしっかりとるべき。



評価分科会一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 総務文教分科会

№

3

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

4

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

市役所本庁舎耐震改修事業（防災対策）

今後の方向性 今後の方向性の理由

安全で適正・適確な事業推進を求める。災害時の機能確保を
求める。

成
果
の
方
向
性 休廃止

コスト投入の方向性

その他特記事項

工事着手の遅れは発注者責任であることを自覚すべき。令
和元年度の成果は工程の遅れにより、目標達成度がBとなっ
ており、令和3年度はしっかり対策を取り工程に影響のないよ
うにすべき。コロナ対応も検討すべき。改修中の防災防疫対
応もしっかりとるべき。設備の更新を視野に入れて検討すべ
き。

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

ＦＭ波によるＪ－ＡＬＥＲＴ情報伝達事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

合理的・経済的な手法により安全安心を高めるため、早期完
了すべき。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

令和元年度の調査により、連携可能とのことなので、令和2年
度の整備後はしっかりと各機関や民間企業との連携を推しす
すめていくべき。コスト投入の方向性



評価分科会一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 総務文教分科会

№

5

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

6

拡充 ○

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

災害対策本部等強化事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

本部体制の強化をし迅速に対応できるよう、具体的な模擬訓
練を実施すべき。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

職員の安全対策を考慮すべき。ライフジャケットや各所の情
報を把握できる監視カメラの準備が必要。災害現場の概況を
よく知る職員の適所配置を検討すべき。スマートフォンの導入
により不感地域への現実的対応を求める。コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

中山間地域づくり推進事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

部局の横の連携をとり遂行するべき。まだ地域のポテンシャ
ルを活かしきれていない。後継者のいない事業や職種の継
続も策として捉えるべき。刻一刻と状況が悪化していく中、ス
ピード感・責任感が感じられない。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

事業推進に向けた意欲が感じられない。他市町の取組を参
考にすべき。市長部局での連携をしっかりとり、積極的な取
組が必要。中山間地域以外での導入も検討すべき。コスト投入の方向性



評価分科会一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 総務文教分科会

№

7

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

8

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

移住就業・創業支援事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

成果指標の達成度が０％で、全く成果があらわれていないの
で、まずは目標達成をすべき。改善策の検討が必要。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

本市での就業、創業が難しい現状を把握し、現実的な支援策
を実施すべき。本市単独の手法を考えられないか。民間の力
をかりることも大切。定住促進は他市町に遅れを取っている。
他市町との移住者獲得競争に負けない取組が必要。コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

ハロウィンイベント実施事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

令和元年度の反省を活かし令和3年度に取り組むべき。イベ
ントは手法であり、明確な目的を持った対応が必要。地域を
巻き込んだ事業であるべき。

成
果
の
方
向
性 休廃止

その他特記事項

コスト投入の方向性

プロジェクションマッピングは期待外れであった。若者をターゲットにしたイ
ベントとしては初めての取組であるので、元年度の経験を基に、更に発展
させてほしい。継続し歴史を作っていく本市では余りない事業である。効果
の追跡データがない。地域では古来のお祭りを望む声が高い。関係人口
との関わりも重要な視点とすべき。市民の理解が得られていないと感じ
る。他市にないオリジナルイベントとしてPRしていきたい。



評価分科会一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 総務文教分科会

№

9

拡充

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

10

拡充

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

観光プロモーション事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

事業終了成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

活動指標のみで成果指標が挙げられていないので、事業効
果、成果が見えにくい。今後の取組が重要。

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

学校施設整備計画（長寿命化計画）策定事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

事業終了成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

個別施設計画に期待。トイレの改善が重要。

コスト投入の方向性



評価分科会一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 総務文教分科会

№

11

拡充 ○

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

12

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

学校司書配置事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

学校司書は各校1名配置に戻すべき。デジタル化が進む中、
本質を明確にし、長期的な視点で考えるべき。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

成果指標などからも、学校司書削減による影響は大きいこと
が読み取れ、今後もしっかりと検証すべき。

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

学校業務支援員配置事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

長期的に負担が軽減されるべき。成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

今後、状況を見ながら5校に限らず対象学校を増やす必要も
あるのではないか検討すべき。トラブルが起きないよう、教
員、支援員の業務の範囲を明確にするべき。コスト投入の方向性



評価分科会一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 総務文教分科会

№

13

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

14

拡充 ○

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

スクールアドバイザー配置事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

コミュニティ・スクール機能を更に充実し、推進していただきた
い。現アドバイザーは適任である。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

ふるさと山陽小野田応援事業（ふるさと納税返礼品送付）

今後の方向性 今後の方向性の理由

本事業はふるさと振興の多様な要素を含むものと捉えるべ
き。返礼品調達にかかる経費は総務省のルールを厳守しな
がら、寄附受入額の拡大を目指すべき。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

企業型サポート寄附やクラウドファンディングの活用も取り組
むべき。関係人口の拡大も交流納税につながるものと期待す
る。コスト投入の方向性



評価分科会

№

15

拡充

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

16

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

今後の方向性 今後の方向性の理由

多くの市民に親しまれている施設で少子化対策に役立つ事業で
ある。今後もスマイルキッズの６事業が１カ所でできるという特長
を生かし運営を続けていくべきである。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

自家用車以外の手段で参加する場合の交通手段について考慮
する必要がある。また、市内各校区から平均的に利用できる施
設運営をすべきである。コスト投入の方向性

その他特記事項

老朽化した施設の改修計画を策定し、修繕等の優先順位を決
めるべきである。

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

子育て総合支援センター管理・運営事業（子育て総合支援センター事業）

一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 民生福祉分科会

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

体育施設維持整備事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

事業終了のため評価なし。
成
果
の
方
向
性 休廃止



評価分科会

№

17

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

18

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

公立保育所看護師配置事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

医療提供が必要な児童に対応できるよう、今後も継続すべきで
ある。

成
果
の
方
向
性 休廃止

一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 民生福祉分科会

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

山陽地区公立保育所整備事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

待機児童の解消に必要な事業である。
成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

工期の遅れが生じないようにすべきである。

その他特記事項

せっかくの事業なのでしっかり周知すべきである。

コスト投入の方向性



評価分科会

№

19

拡充 ○

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

20

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

成人健康診査事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

受診率向上にむけ、更なる努力を続けながら継続すべきであ
る。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

市民へ周知については、更に創意工夫すべきである。

今後の方向性 今後の方向性の理由

全児童クラブで高学年まで受入れを実施すべきである。
成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

支援員の業務改善を考慮しておくことも必要である。

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

放課後児童対策事業（放課後児童クラブ）

一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 民生福祉分科会



評価分科会

№

21

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

22

拡充

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

今後の方向性 今後の方向性の理由

今年度までの事業であるため評価なし
成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

コスト投入の方向性

その他特記事項

小児科医の高齢化は、一次救急体制を維持していく上でも問題
となっている。事情を把握して、県にも問題提起する必要があ
る。コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

スマイルエイジングプロジェクト

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

急患診療事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

市民の安心安全な生活を維持するために必要な事業
成
果
の
方
向
性 休廃止

一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 民生福祉分科会



評価分科会

№

23

拡充 ○

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

24

拡充 ○

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

その他特記事項

引き続き、解決率の向上に努めるべきである。

コスト投入の方向性

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

特定空家等除却事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

地域住民の生命、身体又は財産を保護し、生活環境の保全を
図るため、法的措置等について協議会で協議し、対策を進める
べきである。

成
果
の
方
向
性 休廃止

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

地域生活支援拠点整備事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

地域社会全体で支えるサービス提供体制を構築し、地域で障が
い者やその家族が安心して暮らすことができるようにすべきであ
る。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

・知的障がい者等がひきこもるという状況がある。支援が必要な
障がい者の把握が必要である。

一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 民生福祉分科会



評価分科会

№

25

拡充 ○

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

26

拡充 ○

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

証明書コンビニ交付事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

市民の利便性を更に高める事業である。
成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

更なるマイナンバーカードの普及が望まれる。

今後の方向性 今後の方向性の理由

補助金を拡充し、周知については更に工夫すべきである。
成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

除却だけでなく、改修の補助制度も創設すべきである。

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

空家等の適正管理の補助

一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 民生福祉分科会



評価分科会

№

28

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

30

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

今後の方向性 今後の方向性の理由

前年度までに申請を受け付けたものについては、今年度にす
べて実施。

成
果
の
方
向
性 休廃止

自治会の規模の大きさによって、負担割合を調整することに
ついては、今後ニ、三年の推移を勘案しながら補助率を検討
する。コスト投入の方向性

その他特記事項

一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 産業建設分科会

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

小規模土木事業

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

竜王山公園オートキャンプ場改修事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

電気設備の改修は令和2年度で完了予定。遊具についても
利用できる程度には改善した

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

遊具全体が老朽化しているため、今後大掛かりな補修が必
要となる。

コスト投入の方向性



評価分科会一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 産業建設分科会

№

31

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

33

拡充 ○

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

小野田駅前地区都市再生整備計画事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

令和2年度が整備事業計画（5ヵ年）の最終年度である。成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

工事完了後、令和3年度に駅前商店街通りの通行者数を調
査予定。

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

中小企業振興資金融資事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

今後も利用しやすい融資制度への見直しを関係機関と協議
しなが検討する必要がある。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

融資制度をさらに利用しやすいものにしていくためには、市が
主体性を持って取り組む必要がある。

コスト投入の方向性



評価分科会一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 産業建設分科会

№

34

拡充 ○

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

36

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

県営経営体育成基盤整備事業（郡・川東地区）

今後の方向性 今後の方向性の理由

県営事業として郡・川東地区の圃場整備を実施していくため、
令和4年の法手続きに向け、様々な調査計画を進めていく。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

本事業により、効率かつ安定的な農業経営の確立に寄与す
る。

コスト投入の方向性

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

山口東京理科大生定住促進事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

本事業の周知をさらに進めるとともに、学生が利用しやすい
ように協力店を増やしていく。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

奨励金額等の増額は考えていない。

コスト投入の方向性



評価分科会一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 産業建設分科会

№

37

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

農地利用最適化推進事業

今後の方向性 今後の方向性の理由

農地利用最適化（担い手への農地の集積・集約化や遊休農
地の発生防止、新規参入の促進）に取り組む。

成
果
の
方
向
性 休廃止 その他特記事項

農業委員会と市が一体化して事業に取り組む必要がある。

コスト投入の方向性



評価分科会

№

38

拡充

現状維持

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

№

39

拡充

現状維持 ○

縮小

皆減 縮小 現状維持 拡大

今後の方向性 今後の方向性の理由

交付金の算定ルールに基づいて正常に運営されているため成
果
の
方
向
性 休廃止

コスト投入の方向性

その他特記事項

今後の方向性

その他特記事項

この事業は、様々な問題により事業の完了が遅れ、このシー
トの評価基準による評価はできない。学生のためにも一刻も
早く全ての事業を完了させること。

今後の方向性の理由

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

山陽小野田市立山口東京理科大学運営費交付金事業

休廃止

成
果
の
方
向
性

コスト投入の方向性

一般会計予算決算常任委員会事業評価表（令和元年度） 理科大分科会

対象事業
事　　務　　事　　業　　名

山陽小野田市立山口東京理科大学薬学部校舎整備事業


